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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，公開研究授業や教育実習の効果向上を図ることを目的とした，授業評価記録・
閲覧システムを開発した．本システムでは，授業参観者の手書き筆記によるコメントを，時間
情報を含めて電子的に記録する．その時間情報と，授業を撮影した映像および写真に自動記録
される撮影時刻の情報から，授業映像，写真，授業参観者の筆記コメントを同期して表示する
機能を提供する．これにより，筆記コメントが授業内のどの時点で書かれたのかを容易に把握
することができ，授業参観者の気付きを授業の振り返りにより的確に活かせることが期待でき
る．試行評価からは，授業映像と同期して授業参観者の筆記コメントが見られることは，授業
の振り返りに役立つとの意見が得られた． 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study developed the synchronized recording and referring system for student 
teachers' teaching lessons. This system aimed at practical training, public demonstration 
lessons and teaching practices, can be more effective, and functions in two ways; recording 
and referring.  It records hand-written comments by visitors with time information, and 
synchronize them to auto-recorded audio-visual information like video and photographs. 
When referring, audio-visual information and synchronized comments are provided 
time-sequentially, and visitors' points of view help efficient reviews. Some favorable 
reactions and opinions were obtained from the trial use, and it showed potentialities of this 
study. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代社会は知識基盤社会とも呼ばれ，知
識・情報・技術が社会活動の基盤として飛躍

的に重要性を増している．そのため，この社
会で生活していく子どもたちに必要な能力
と定義されている生きる力を養う場の一つ
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として学校教育への要求は日々大きくなっ
ている．また，教育の世界も他の日本社会と
同様に世代交代が急速に進んでいる．これら
の背景から，教員養成の現場には実践力を持
った教員の養成が，現職の教員には授業力の
さらなる向上が求められている． 
 教員の授業力を向上させる重要な機会が，
多くの教員や有識者から意見をもらうこと
のできる教育実習や公開研究授業である．し
かし，これらの場における参観者からの意見
の伝達は授業後に行われる短時間の研究会
等に限られ，参観者が感じたことすべてを授
業実施者に伝えることは難しい．また，得ら
れる指摘は時系列情報が失われてしまうこ
とも多く，授業の振り返りに十分な効果を得
られないこともある．加えて，教育実習や公
開研究授業は，当然のことながら，限られた
時間に限られた場所に人が集まる必要があ
るため，多くの参観者を得ることができない
という問題もある．多くの人に授業を見ても
らい様々な指導を得，その指摘を授業のどの
場面に対応するのかと共に閲覧できるよう
にすることは，授業力向上のために非常に有
効であると考える． 
 申請者は，地域の教育委員会や小中学校と
組織したコンソーシアムでの活動で多くの
授業参観を行っており，上記した問題を実感
した．そのような中，申請者が進めている
Pen-based Computing に関する研究，特にこ
こ数年行っている電子ノートに関する研究
や，遠隔授業参観の研究，および，業務とし
て進めている教員養成ポートフォリオの研
究調査から，参観者のメモをペン入力機器で
電子的に記録し，授業映像と同期させて閲覧
できるシステム，および，そのシステムを遠
隔地・非同期に拡張することで，先の問題を
解決できるのではとの着想に至った． 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では，ペン入力インタフェースの高
度化とその利活用，および，情報通信技術を
用いることによる教員養成と教員研修の高
度化を目指した研究の一環として，授業参観
者からの評価や要点の指摘を電子的に記録
し，授業を撮影した映像と共に閲覧できるシ
ステムを開発する． 
 参観者による記録のためには，手書きでメ
モをするという従来と同様の感覚で行える
ようにペン入力インタフェースを採用した
ツールを開発する．加えて，授業案や参観者
が撮影した授業風景画像上へのメモ書き（手
書きアノテーション），さらには，授業映像
への手書きアノテーションなど，様々な記録
インタフェースの実装を試み，効果的な評価
記録の方式を探求する． 
 授業実施者による評価記録の閲覧のため

には，授業映像と参観者による記録を合わせ
て閲覧するツールを開発し，授業の振り返り
に効果的な評価記録の提示方法を明らかに
する． 
 さらに，遠隔地への授業映像の配信や，授
業映像のオンデマンド配信を試み，遠隔参観
や非同期参観による授業評価の実現性の検
証と，現実的なシステム構成の探求を行う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
(1) 参観者用記録ツールの設計と開発 
 授業を参観しながら，評価や要点，思った
こと，伝えたいことなどを書きとめる記録ツ
ールの設計・開発を行う．基本インタフェー
スとしては，手書きでメモをするという従来
と同様の感覚で行えるようにペン入力イン
タフェースを採用する．入力機器としては，
ペン PC，および，紙への筆記を電子的に取り
込める機器等を利用する．ユーザインタフェ
ースの設計では，申請者がこれまでに行って
きた電子ノートの研究から得られた知見を
適用すると共に，立った姿勢で授業を見なが
ら記録する点を踏まえる． 
 参観時のメモは自らのノートを使う人も
いれば，配布される授業案に書き込む人もい
る．そこで，開発するツールでもこのような
要求を満たすこととする．また，ペン PC を
用いる環境において，参観者が自由にデジタ
ルカメラで撮影した授業風景上に手書きア
ノテーションができる機能を実装する． 
 開発した参観者用記録ツールは，実際の教
育実習や研究授業において適用し，この実践
を通して，記録ツールの評価を行い，記録ツ
ールに追加すべき機能やユーザインタフェ
ースの改善点を洗い出す．そして，これを基
に，再設計・開発を繰り返し，その機能とユ
ーザインタフェースを洗練させる． 



 なお，実践は，地域の小中学校で行われる
研究授業や，研究代表者の所属機関の附属学
校における教育実習で行う．この実施がなん
らかの障害で困難になった場合は，所属機関
の学生による模擬授業等で行う． 
 
(2) 記録閲覧ツールの設計と開発 
 前記参観者用記録ツールの実践で得られ
た参観者による記録の分析と，その記録を授
業映像と共に授業実施者に見てもらうこと
を通して，記録閲覧ツールへの要求分析を行
う． 
 この要求分析を基に，記録閲覧ツールの設
計と開発を行う．この工程では，映像と評価
記録をどのように画面内に配置するか，複数
の参観者からの評価記録をどのように合わ
せて提示するのか，検索機能としてはどのよ
うなものを提供すべきかなどを重要な研究
要素として検討する．前記の要求分析から一
つの姿を設計開発し，その利用を通した評価
から再設計・開発を行って，機能とユーザイ
ンタフェースを洗練していく．これらの開発
研究を進めることで，授業の振り返りを効果
的に支援する授業映像と参観者による評価
記録の見せ方を探求する． 
 
 
４．研究成果 
(1)スレート PCをベースとしたツールの開発 
 参観者による記録のためのツールとして，
手書きでメモをするという従来と同様の感
覚で行えるようにペン入力インタフェース
を採用したスレート PC 上で動作する参観者
用記録ツールを開発した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また，授業実施者による評価記録の閲覧の
ためのツールとして，授業映像と参観者によ
る記録を合わせて閲覧するツールを開発し
た．本ツールでは，手書きで書いたメモを指
定すると，そのメモが書かれたときの授業風
景の映像を閲覧することが可能である． 
 なお，本研究の成果発表が，第 73 回情報
処理学会情報処理学会全国大会学生奨励賞
を受賞した． 
 
(2)デジタルペンをベースにしたツールへの

改良 
 参観者用記録ツールについては，デバイス
の重さが問題であったため，デジタルペンを
活用するものを実装した．デジタルペンを利
用することで，紙にアノテーションを書くこ
とができ，従来の記録スタイルを崩さずに済
むようになった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また，閲覧ツールについては，メモから映
像という方向ではなく，映像からメモという
方向の参照も必要であるため，その機能の追
加を行うと共に，複数の参観者の手書きアノ
テーションを映像の再生に沿って閲覧でき
るようにするなど，実用レベルにまで引き 
上げる開発を行った． 
 
 そして，本学３年生が附属小学校で行った
教育実習において，デジタルペンを利用した
参観者用記録ツールを用いての記録を行っ
た．記録は，附属学校の指導教員と大学の指
導教員及び若干名の参観者が行った．上記の
ように紙に書けることで，特に附属学校の指
導教員は従来通りの大量のアノテーション
を書く結果となり，紙を利用するメリットが
明確に証明された． 
 また，上記教育実習を行った学生のうち２
名が，実際に閲覧ツールを利用しての振り返
りを実施した．その実践からは，このツール
の教育実習の振り返りに対する有効性を示
す意見が得られたと共に，より効果的にする
ための様々なアイデアも得られた． 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)遠隔授業観察システムの構築 
 上記の研究に加え，評価の記録を遠隔地か
らも行えるように，附属学校の授業風景を大
学から観察できるシステムの構築を行った． 
十数回の試行からシステムの有用性が見え
てきており，上記ツールと連携をとり，総合
的な教育実習の振り返りを支援するシステ
ムとしていくことが今後の課題である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)派生研究 
 本研究の派生研究として，ペン入力デバイ
スを活用した，コミュニケーションシステム
や授業支援システムの開発を行った． 
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